
ステップ１：認定率の比較

（％）

計画値 実績値 差異 差異について考えられる要因やその確認方法

15.9% 16.0% 0.1%

前期高齢者 2.7% 3.1% 0.4%

後期高齢者 27.2% 26.8% △0.4%

ステップ２：受給率の比較

（％）

計画値 実績値 差異 差異について考えられる要因やその確認方法

訪問介護 2.0% 2.0% △0.0%

訪問入浴介護 0.1% 0.0% △0.1%

訪問看護 0.7% 0.7% △0.0%

訪問リハビリテーション 0.2% 0.2% 0.1%

居宅療養管理指導 1.0% 1.2% 0.1%

通所介護 3.3% 3.8% 0.5%

通所リハビリテーション 1.3% 1.2% △0.1%

短期入所生活介護 1.1% 1.0% △0.1%

短期入所療養介護（老健） 0.1% 0.0% △0.1%

短期入所療養介護（病院） 0.1% 0.0% △0.0%

福祉用具貸与 4.8% 5.2% 0.4%

特定施設入居者生活介護 0.5% 0.4% △0.1%

定期巡回・随時対応型 0.0% 0.0% 0.0%

夜間対応型訪問介護 0.0% 0.0% 0.0%

認知症対応型通所介護 0.3% 0.1% △0.2%

小規模多機能居宅介護 0.7% 0.7% 0.1%

認知症対応型共同生活介護 0.4% 0.4% 0.0%

地域密着型特定施設入居者生活介護 0.0% 0.0% 0.0%

地域密着型介護老人福祉施設 0.2% 0.1% △0.1%

看護小規模多機能型居宅介護 0.0% 0.0% 0.0%

地域密着型通所介護 0.9% 1.1% 0.2%

介護老人福祉施設 1.5% 1.5% △0.1%

介護老人保健施設 0.8% 0.7% △0.1%

介護医療院 0.0% 0.1% 0.0%

介護療養型医療施設 0.2% 0.2% 0.0%

10.0% 8.2% △1.8%
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ステップ３：受給者1人あたり給付費の比較

（円）

計画値 実績値 差異 差異について考えられる要因やその確認方法

訪問介護 62,809 53,644 △ 9,165 利用者1人1月あたりの利用回数の計画・実績差

訪問入浴介護 70,606 49,484 △ 21,123 利用者1人1月あたりの利用回数の計画・実績差

訪問看護 37,102 34,312 △ 2,790

訪問リハビリテーション 30,196 28,166 △ 2,030

居宅療養管理指導 5,862 5,075 △ 786

通所介護 95,087 83,543 △ 11,544 利用者1人1月あたりの利用回数の計画・実績差

通所リハビリテーション 71,014 63,774 △ 7,240

短期入所生活介護 102,227 100,952 △ 1,275

短期入所療養介護（老健） 31,260 78,585 47,325 利用者1人1月あたりの利用回数の計画・実績差

短期入所療養介護（病院） 91,371 86,583 △ 4,788

福祉用具貸与 9,708 9,768 59

特定施設入居者生活介護 159,049 164,769 5,720

定期巡回・随時対応型 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

夜間対応型訪問介護 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

認知症対応型通所介護 120,598 135,049 14,450 利用者1人1月あたりの利用回数の計画・実績差

小規模多機能居宅介護 189,627 182,759 △ 6,869

認知症対応型共同生活介護 256,143 249,771 △ 6,372

地域密着型特定施設入居者生活介護 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

地域密着型介護老人福祉施設 252,377 244,823 △ 7,555

看護小規模多機能型居宅介護 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

地域密着型通所介護 86,033 98,480 12,447

介護老人福祉施設 261,499 265,138 3,639

介護老人保健施設 259,962 261,217 1,255

介護医療院 321,950 359,436 37,486 利用者1人1月あたりの利用回数の計画・実績差

介護療養型医療施設 313,922 284,782 △ 29,140 利用者1人1月あたりの利用回数の計画・実績差

10,800 11,715 915

ステップ４：サービス提供体制に関する現状と課題

施設サービス

介護予防支援・居宅介護支援

【認定率】
○計画値と実績値に大きな乖離はない。
○特に前期高齢者の認定率は3.1％と低いことから、現在取り組んでいる自立支援・重度化防止の取組みや、生活支援体制整備事業・介護支援
ボランティアポイント事業等の取組みの推進による生きがいづくりや地域づくりの輪をさらに進め、認定率を維持していく必要がある。
【給付について】
○概ね計画どおりの実績となっており、介護サービスの供給量と需要量の調整ができている状況といえる。
○今後、後期高齢者や高齢者のみの世帯数の増等が想定されることから、地域包括ケア推進の視点から、看護小規模多機能型居宅介護等の柔軟
な在宅サービスの充実を進めていく必要がある。
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